










要約:山口県における小児科医・産婦人科医に対し遺伝相談に関するアンケート調査を行

ない小児科医 165 名中 100 名(61%),産婦人科医 191 名中 96 名(50%)から回答を得た。1)小

児科医の 20%,産婦人科医の 33%が遺伝相談に関わっていた。2)所属施設で遺伝子診断を行

なっていると答えた者は小児科医 13%,産婦人科医 2%だった。3)90%以上の者が一次,二次

遺伝相談の考え方に賛成だった。4)遺伝子診断についての相談を受けたことがある者は

23%だった。5)遺伝相談に際し教科書やマニュアルを使用している者は 11%だった。6)90%

以上の者が遺伝相談料が保険診療で認められるべきだと答えた。7)遺伝相談情報ネットワ

ークができたら加入していた者は 80%だった。8)羊水診断を行なっている産婦人科医は 31%

だった。9)遺伝相談を行なった疾病名は染色体異常,Mendel 遺伝病,先天奇形,いわゆるあ

りふれた疾患など様々だった。10)遺伝相談に関して実際の問題点が浮き彫りにされると

共に,貴重な提言が得られた。


